
初期研修医オリエンテーション（循環器内科） 

循環器内科でみるべき症状、病態、疾患 

✓ 症状：胸痛、動悸、呼吸困難、咳、痰、失神 

✓ 疾患：虚血性心疾患  急性冠症候群、狭心症 

       不整脈  頻脈性: 心房粗細動, 上室性,心室性頻拍 

                   徐脈性: 洞不全症候群、房室ブロック 

心筋症  拡張型心筋症、肥大型心筋症、2次性心筋症 

弁膜症  大動脈弁、僧帽弁 

動脈疾患  急性大動脈解離、大動脈瘤、血管炎 

先天性心疾患、 高血圧などの生活習慣病 

経験すべき手技 

✓ 救急患者の初期治療、確実な心肺蘇生法（BLS、ACLS） 

✓ 電気的除細動、カルディオバージョン 

✓ 中心静脈確保 

✓ 緊急経皮的ペーシング、緊急経静脈ペーシングリード挿入 

✓ 静注抗不整脈薬の使い方 

循環器内科での研修の醍醐味 

✓ 内科の基本的な診察・検査や考え方を習得できる。 

✓ 理学的所見のとり方、異常心音や心雑音の聴取、心電図の読解力などを習得できる 

✓ 急性心筋梗塞や心不全、不整脈など日常診療で遭遇する機会が多い疾患であるが、その診

断や初期治療にはある程度専門性が求められる。それらのことを、他科ではあまり経験で

きない。 

✓ 循環器領域の知識及び手技の能力は、患者さんの救命にたびたび直結するが、それらの知

識や技術を習得できる。 

✓ 来院時心肺停止、しかし適切な治療によってその患者さんが社会復帰できる可能性がある。 

✓ その醍醐味を、研修期間内にぜひ体感を。 

 


